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新潟鍼療通信
こんにちは、院長の山田です。2026年が始まりました。年末年始はどうしても食べ過ぎてしまいますが、寒さに負けずに体を動かしていこうと思っています。今年の干支は、午 (うま)。馬というとペットとして飼う方は少ないでしょうし、乗馬や競馬が好きな方以外はあまり接することがない動物だと思います。それでも、日本の戦国時代やアメリカのカウボーイなど、人間との関わりは長く深い動物です。馬は5000年も前に人間の生活に役立つように野生から家畜化された「家畜動物」です。それ以前は食料として狩猟の対象でしたが、速く走れることや力が強いことから農耕や荷物の運搬、移動手段に使われ始めました。馬の走り方はウォーキングのような「常歩 (なみあし)」、ジョギング程度が「速足 (はやあし)」、マラソン程度の「駈足 (かけあし)」、そしてダッシュが「襲 (しゅう)歩 (ほ)」と呼ばれています。「襲歩」は時速60～70㎞にもなり、車の速さでイメージすると分かりやすいと思います。3本以上の足が接地していることがなく、4本すべての足が接地していない瞬間があります。競馬の直線を駆けてくる姿を思い出すと、確かに地面から浮いて飛んでいるように見えますよね。そんな走る姿の美しさに加えて、馬の“パーツの美しさ”に魅了される方も少なくありません。なめらかな毛並みや発達した筋肉、優しい瞳などに一目ぼれして、馬ファンになるケースもあるそうです。しかし、基本的に馬は繊細で臆病な動物。すぐに仲良くなれるわけではなく、噛みグセがあったり、人を蹴ってしまう可能性もありますが、コミュニケーションをとっていくうちに、その人の足音を聞き分けたり甘えたりするようになっていくのだとか。動物が人の心を癒 (いや)す「アニマルセラピー」の中に、「ホースセラピー」という乗馬療法があります。馬に乗ることは運動機能を高めるバランスの良い全身運動ですが、それだけでなく馬に関わって信頼関係を築くことで心理的に癒され
る効果も。引退した競走馬の活躍の場としても注目されています。午年は「続けてきた努力が実る成長
の年になる」と言われているそうなので、目標が達成できると信じて突き進む１年にしたいですね。そ
れでは、みなさん、今年も１年どうぞよろしくお願いいたします。新潟鍼療センター院長　山田敏夫
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－あなたの健康増進、健康回復をねがう－ 
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